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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゲートドライバ集積回路であって、
　ゲート電極が前記ゲートドライバ集積回路の入力端に接続され、ドレイン電極が電源電
圧ＶＤＤに接続され、ソース電極がプルアップノードとしての第１のノードに接続される
第１の薄膜トランジスタＴＦＴと、
　ゲート電極が前記ゲートドライバ集積回路のリセット端に接続され、ソース電極が共通
接続電圧ＶＳＳに接続され、ドレイン電極が前記第１のノードに接続される第２のＴＦＴ
と、
　ゲート電極が前記第１のノードに接続され、ドレイン電極が第１のクロック信号の入力
端に接続され、ソース電極が出力端に接続される第３のＴＦＴと、
　ゲート電極が第２のクロック信号の入力端に接続され、ドレイン電極が出力端に接続さ
れ、ソース電極が低電圧信号端に接続される第４のＴＦＴと、
　前記第１のノードと出力端との間に接続される電気容量と、
　第１のクロック信号の入力端、第２のクロック信号の入力端、及び前記第１のノードと
出力端との間に接続され、かつ低レベル信号端に接続され、前記ゲートドライバ集積回路
が作動しない時期内に、前記第１のノードと出力端を低レベルに維持するプルダウンモジ
ュールと、を備え、
　前記プルダウンモジュールは、
　ドレイン電極が第２のクロック信号の入力端に接続され、ソース電極がプルダウンノー
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ドとしての第２のノードに接続される第５のＴＦＴと、
　ドレイン電極が前記第２のノードに接続され、ゲート電極が前記第１のノードに接続さ
れ、ソース電極が低電圧信号端に接続される第６のＴＦＴと、
　ゲート電極及びドレイン電極が第２のクロック信号の入力端にともに接続され、ソース
電極が前記第５のＴＦＴのゲート電極に接続される第７のＴＦＴと、
　ドレイン電極が前記第７のＴＦＴのソース電極に接続され、ゲート電極が前記第１のノ
ードに接続され、ソース電極が低電圧信号端に接続される第８のＴＦＴと、
　ドレイン電極が前記第１のノードに接続され、ゲート電極が前記第２のノードに接続さ
れ、ソース電極が低電圧信号端に接続される第９のＴＦＴと、
　ドレイン電極が前記出力端に接続され、ゲート電極が前記第２のノードに接続され、ソ
ース電極が低電圧信号端に接続される第１０のＴＦＴと、を備える
　ことを特徴とするゲートドライバ集積回路。
【請求項２】
　前記ゲートドライバ集積回路が奇数行目のゲートライン信号を制御する場合、第１のク
ロック信号の入力端が第１のクロック信号線に接続され、第２のクロック信号の入力端が
第２のクロック信号線に接続され、
　前記ゲートドライバ集積回路が偶数行目のゲートライン信号を制御する場合、第２のク
ロック信号の入力端が第１のクロック信号線に接続され、第１のクロック信号の入力端が
第２のクロック信号線に接続される
　ことを特徴とする請求項１に記載のゲートドライバ集積回路。
【請求項３】
　シフトレジスタであって、
　複数のゲートドライバ集積回路を備え、各ゲートドライバ集積回路は、対応する行のゲ
ートライン信号を制御するものであり、第Ｎ行のゲートライン信号を制御するゲートドラ
イバ集積回路は、入力端が第Ｎ－１行のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積
回路の出力端に接続され、出力端が第Ｎ＋１行のゲートライン信号を制御するゲートドラ
イバ集積回路の入力端に接続され、リセット端が第Ｎ＋１行のゲートライン信号を制御す
るゲートドライバ集積回路の出力端に接続され、Ｎが２以上であり、
　各ゲートドライバ集積回路は、
　ゲート電極が前記ゲートドライバ集積回路の入力端に接続され、ドレイン電極が電源電
圧ＶＤＤに接続され、ソース電極がプルアップノードとしての第１のノードに接続される
第１の薄膜トランジスタＴＦＴと、
　ゲート電極が前記ゲートドライバ集積回路のリセット端に接続され、ソース電極が共通
接続電圧ＶＳＳに接続され、ドレイン電極が前記第１のノードに接続される第２のＴＦＴ
と、
　ゲート電極が前記第１のノードに接続され、ドレイン電極が第１のクロック信号の入力
端に接続され、ソース電極が出力端に接続される第３のＴＦＴと、
　ゲート電極が第２のクロック信号の入力端に接続され、ドレイン電極が出力端に接続さ
れ、ソース電極が低電圧信号端に接続される第４のＴＦＴと、
　前記第１のノードと出力端との間に接続される電気容量と、
　第１のクロック信号の入力端、第２のクロック信号の入力端、及び前記第１のノードと
出力端との間に接続され、かつ低レベル信号端に接続され、前記ゲートドライバ集積回路
が作動しない時期内に、前記第１のノードと出力端を低レベルに維持するプルダウンモジ
ュールと、を備え、
　前記プルダウンモジュールは、
　ドレイン電極が第２のクロック信号の入力端に接続され、ソース電極がプルダウンノー
ドとしての第２のノードに接続される第５のＴＦＴと、
　ドレイン電極が前記第２のノードに接続され、ゲート電極が前記第１のノードに接続さ
れ、ソース電極が低電圧信号端に接続される第６のＴＦＴと、
　ゲート電極及びドレイン電極が第２のクロック信号の入力端にともに接続され、ソース
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電極が前記第５のＴＦＴのゲート電極に接続される第７のＴＦＴと、
　ドレイン電極が前記第７のＴＦＴのソース電極に接続され、ゲート電極が前記第１のノ
ードに接続され、ソース電極が低電圧信号端に接続される第８のＴＦＴと、
　ドレイン電極が前記第１のノードに接続され、ゲート電極が前記第２のノードに接続さ
れ、ソース電極が低電圧信号端に接続される第９のＴＦＴと、
　ドレイン電極が前記出力端に接続され、ゲート電極が前記第２のノードに接続され、ソ
ース電極が低電圧信号端に接続される第１０のＴＦＴと、を備える
　ことを特徴とするシフトレジスタ。
【請求項４】
　奇数行目のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回路は、第１のクロック信
号の入力端が第１のクロック信号線に接続され、第２のクロック信号の入力端が第２のク
ロック信号線に接続され、
　偶数行目のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回路は、第２のクロック信
号の入力端が第１のクロック信号線に接続され、第１のクロック信号の入力端が第２のク
ロック信号線に接続される
　ことを特徴とする請求項３に記載のシフトレジスタ。
【請求項５】
　順方向走査をスタートする場合、前記ＶＤＤがコンスタントな高レベルを提供し、前記
ＶＳＳがコンスタントな低レベルを提供し、奇数行目のゲートライン信号を制御するゲー
トドライバ集積回路では、
　前記ゲートドライバ集積回路の入力端に高レベルのパルス信号を入力し、前記第１のＴ
ＦＴのドレイン電極で前記第１のノードに充電し、
　第１のクロック信号の入力端が第１のクロック信号線に提供される高レベルのクロック
信号を受信し、前記第３のＴＦＴが高レベルを出力するように前記出力端を制御し、前記
第６のＴＦＴを導通し、前記第２のノードの電圧を低電圧信号端の電圧までプルダウンし
、
　前記第２のＴＦＴのゲート電極に接続される前記リセット端が高レベルであって、前記
第１のノードを放電し、
　第２のクロック信号の入力端が第２のクロック信号線に提供される高レベルのクロック
信号を受信し、前記第４のＴＦＴで前記出力端を放電し、前記第５のＴＦＴで前記第２の
ノードに充電し、前記第１のノードに放電するように第９のＴＦＴを制御し、出力端を放
電するように前記第１０のＴＦＴを制御する
　ことを特徴とする請求項４に記載のシフトレジスタ。
【請求項６】
　順方向走査をスタートする場合、前記ＶＤＤがコンスタントな高レベルを提供し、前記
ＶＳＳがコンスタントな低レベルを提供し、偶数行目のゲートライン信号を制御するゲー
トドライバ集積回路では、
　ゲートドライバ集積回路の入力端に高レベルのパルス信号を入力し、前記第１のＴＦＴ
のドレイン電極で前記第１のノードに充電し、
　第１のクロック信号の入力端が第２のクロック信号線に提供される高レベルのクロック
信号を受信し、前記第３のＴＦＴによって高レベルを出力するように前記出力端を制御し
、前記第６のＴＦＴを導通し、前記第２のノードの電圧を低電圧信号端の電圧までプルダ
ウンし、
　前記第２のＴＦＴのゲート電極に接続される前記リセット端が高レベルであって、前記
第１のノードを放電し、第２のクロック信号の入力端が第１のクロック信号線に提供され
る高レベルのクロック信号を受信し、前記第４のＴＦＴで前記出力端を放電し、前記第５
のＴＦＴで前記第２のノードに充電し、前記第１のノードに放電するように第９のＴＦＴ
を制御し、出力端を放電するように前記第１０のＴＦＴを制御する
　ことを特徴とする請求項４に記載のシフトレジスタ。
【請求項７】
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　逆方向走査をスタートするとき、前記ＶＤＤがコンスタントな低レベルを提供し、前記
ＶＳＳがコンスタントな高レベルを提供し、奇数行目のゲートライン信号を制御するゲー
トドライバ集積回路では、
　ゲートドライバ集積回路のリセット端に高レベルのパルス信号を入力し、前記第２のＴ
ＦＴのソース電極で前記第１のノードに充電し、
　第１のクロック信号の入力端が第１のクロック信号線に提供される高レベルのクロック
信号を受信し、前記第３のＴＦＴによって高レベルを出力するように前記出力端を制御し
、前記第６のＴＦＴを導通し、前記第２のノードの電圧を低電圧信号端の電圧までプルダ
ウンし、
　前記第１のＴＦＴのゲート電極に接続される前記入力端が高レベルであって、前記第１
のノードを放電し、
　第２のクロック信号の入力端が第２のクロック信号線に提供される高レベルのクロック
信号を受信し、前記第４のＴＦＴで前記出力端を放電し、前記第５のＴＦＴで前記第２の
ノードに充電し、前記第１のノードを放電するように第９のＴＦＴを制御し、出力端を放
電するように前記第１０のＴＦＴを制御する
　ことを特徴とする請求項４に記載のシフトレジスタ。
【請求項８】
　逆方向走査をスタートするとき、前記ＶＤＤがコンスタントな低レベルを提供し、前記
ＶＳＳがコンスタントな高レベルを提供し、偶数行目のゲートライン信号を制御するゲー
トドライバ集積回路では、
　ゲートドライバ集積回路のリセット端に高レベルのパルス信号を入力し、前記第２のＴ
ＦＴのソース電極で前記第１のノードに充電し、
　第１のクロック信号の入力端が第２のクロック信号線に提供される高レベルのクロック
信号を受信し、前記第３のＴＦＴによって高レベルを出力するように前記出力端を制御し
、前記第６のＴＦＴを導通し、前記第２のノードの電圧を低電圧信号端の電圧までプルダ
ウンし、
　前記第１のＴＦＴのゲート電極に接続される前記入力端が高レベルであり、前記第１の
ノードを放電し、第２のクロック信号の入力端が第１のクロック信号線に提供される高レ
ベルのクロック信号を受信し、前記第４のＴＦＴによって前記出力端を放電し、前記第５
のＴＦＴによって前記第２のノードに充電し、前記第１のノードを放電するように第９の
ＴＦＴを制御し、出力端を放電するように前記第１０のＴＦＴを制御する
　ことを特徴とする請求項４に記載のシフトレジスタ。
【請求項９】
　ディスプレイスクリーンであって、請求項３～８のいずれか１項に記載のシフトレジス
タ及び画素回路を構成する素子のアレイ基板を備え、
　前記シフトレジスタの信号出力端が前記アレイ基板のゲートラインに接続される
　ことを特徴とするディスプレイスクリーン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイという技術分野に関し、特に、ゲートドライバ集積回路、
シフトレジスタ及びディスプレイスクリーンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＧＯＡ（Ｇａｔｅ Ｄｒｉｖｅ ｏｎ Ａｒｒａｙ、ゲートドライバ集積）とは、ＬＣＤ
（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ、液晶ディスプレイ）パネルのゲートド
ライバをガラス基板上に集積する技術である。そして、ＧＯＡ回路は、アレイ基板のゲー
トラインに接続され、シフトレジスタとして、ゲートライン信号を制御する。ＧＯＡ技術
は、従来のＣＯＦ（Ｃｈｉｐ Ｏｎ Ｆｉｌｍ、チップオンフィルム）及びＣＯＧ（Ｃｈｉ
ｐ Ｏｎ Ｇｌａｓｓ、チップオングラス）技術に対して、コストを低減しただけではない
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。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　然し、従来技術では、ＧＯＡパネルの走査方向は、上から下へ走査し、または下から上
へ走査するような単一方向に限る。図１は、従来技術に係る単一方向に走査するＧＯＡ回
路であり、入力端ＩＮＰＵＴの信号が高レベルである場合、ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ Ｆｉｌｍ 
Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、薄膜トランジスタ）Ｍ１をオンし、ＰＵノードに充電し、クロッ
ク信号ＣＬＫが高レベルである場合、Ｍ３を導通し、出力端ＯＵＴＰＵＴがＣＬＫのパル
ス信号を出力するとともに、電気容量Ｃ１のブートストラッピング（Ｂｏｏｔｓｔｒａｐ
ｐｉｎｇ）作用によって、ＰＵノードをさらに向上させ、そして、リセット端ＲＥＳＥＴ
が高レベルになり、ＴＦＴ Ｍ２及びＭ４をオンし、ＰＵノード及びＯＵＴＰＵＴを放電
し、そして、クロック信号ＣＬＫＢによってＰＤノードを制御し、ＰＵノード及びＯＵＴ
ＰＵＴを放電する。これによって、この行が作動しない時期に、ノイズが生じないことが
確保された。このようなパネルをシステムエンドと組み合わせて用いるとき、システムエ
ンドによってＩＣが異なる（ＩＣが上または下向け）ため、デバッグソフトウェアによっ
て画像を逆にする必要がある可能性があり、不便である。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、ＧＯＡ回路の双方向走査を図れるとともに、ゲートドライバ集積回路の安定
性を確保できるゲートドライバ集積回路、シフトレジスタ及びディスプレイスクリーンを
提供する。
【０００５】
　本発明の実施例に係るゲートドライバ集積回路は、
　ゲート電極が上記ゲートドライバ集積回路の入力端に接続され、ドレイン電極が電源電
圧ＶＤＤに接続され、ソース電極がプルアップノードとしての第１のノードに接続される
第１の薄膜トランジスタＴＦＴと、
　ゲート電極が上記ゲートドライバ集積回路のリセット端に接続され、ソース電極が共通
接続電圧ＶＳＳに接続され、ドレイン電極が上記第１のノードに接続される第２のＴＦＴ
と、
　ゲート電極が上記第１のノードに接続され、ドレイン電極が第１のクロック信号の入力
端に接続され、ソース電極が出力端に接続される第３のＴＦＴと、
　ゲート電極が第２のクロック信号の入力端に接続され、ドレイン電極が出力端に接続さ
れ、ソース電極が低電圧信号端に接続される第４のＴＦＴと、
　上記第１のノードと出力端との間に接続される電気容量と、
　第１のクロック信号の入力端、第２のクロック信号の入力端、及び第１のノードと出力
端との間に接続され、かつ低レベル信号端に接続され、上記ゲートドライバ集積回路が作
動しない時期内に、上記第１のノードと出力端を低レベルに維持するプルダウンモジュー
ルと、を備える。
【０００６】
　本発明の実施例は、シフトレジスタであって、複数の上記ゲートドライバ集積回路を備
え、各ゲートドライバ集積回路は、対応する行のゲートライン信号を制御するものであり
、第Ｎ行のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回路は、入力端が第Ｎ－１行
のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回路の出力端に接続され、出力端が第
Ｎ＋１行のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回路の入力端に接続され、リ
セット端が第Ｎ＋１行のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回路の出力端に
接続され、Ｎが２以上である。
【０００７】
　本発明の実施例はディスプレイスクリーンであって、上記シフトレジスタ及びアレイ基
板を備え、
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　上記シフトレジスタの信号出力端が上記アレイ基板のゲートラインに接続される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の実施例に係るゲートドライバ集積回路、シフトレジスタ及びディスプレイスク
リーンは、ゲートドライバ集積回路における入力端およびリセット端の機能を対称にして
実現することによって、ゲートドライバ集積回路を双方向走査することができるようにな
り、かつノードの充放電特性が変更されなく、回路の信頼性及び安定性が確保された。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】従来技術に係るＧＯＡ回路を示す概略図である。
【図２】本発明の実施例に係るゲートドライバ集積回路の構造概略図である。
【図３】本発明の他の実施例に係るシフトレジスタの構造概略図である。
【図４】本発明の実施例に係るゲートドライバ集積回路の具体的な構造概略図である。
【図５】本発明の実施例に係る、順方向走査時に、奇数行目のゲートライン信号を制御す
るゲートドライバ集積回路の各エンドの電圧のシーケンス図である。
【図６】本発明の実施例に係る、順方向走査時に、偶数行目のゲートライン信号を制御す
るゲートドライバ集積回路の各エンドの電圧のシーケンス図である。
【図７】本発明の実施例に係る、逆方向走査時に、奇数行目のゲートライン信号を制御す
るゲートドライバ集積回路の各エンドの電圧のシーケンス図である。
【図８】本発明の実施例に係る、逆方向走査時に、偶数行目のゲートライン信号を制御す
るゲートドライバ集積回路の各エンドの電圧シーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施例をさらに詳しく説明する。
【００１１】
　本発明の実施例はゲートドライバ集積回路であり、図２に示すように、このゲートドラ
イバ集積回路は、
　ゲート電極が上記ゲートドライバ集積回路の入力端ＩＮＰＵＴに接続され、ドレイン電
極が電源電圧ＶＤＤに接続され、ソース電極がプルアップノードとしての第１のノードＰ
Ｕに接続される第１の薄膜トランジスタＴＦＴ Ｍ１と、
　ゲート電極が上記ゲートドライバ集積回路のリセット端ＲＥＳＥＴに接続され、ソース
電極が共通接続電圧ＶＳＳに接続され、ドレイン電極が上記第１のノードＰＵに接続され
る第２のＴＦＴ Ｍ２と、
　ゲート電極が上記第１のノードＰＵに接続され、ドレイン電極が第１のクロック信号の
入力端Ｘに接続され、ソース電極が出力端ＯＵＴＰＵＴに接続される第３のＴＦＴ Ｍ３
と、
　ゲート電極が第２のクロック信号の入力端Ｙに接続され、ドレイン電極が出力端ＯＵＴ
ＰＵＴに接続され、ソース電極が低電圧信号端ＶＧＬに接続される第４のＴＦＴ Ｍ４と
、
　上記第１のノードＰＵと出力端ＯＵＴＰＵＴとの間に接続される電気容量Ｃ１と、
第１のクロック信号の入力端Ｘ、第２のクロック信号の入力端Ｙ、及び第１のノードＰＵ
と出力端ＯＵＴＰＵＴとの間に接続され、且つ低レベル信号端ＶＧＬに接続され、上記ゲ
ートドライバ集積回路が作動しない時期内に上記第１のノードＰＵ及び出力端ＯＵＴＰＵ
Ｔを低レベルに維持するプルダウンモジュール１１と、を備える。
【００１２】
　上記プルダウンモジュール１１は、
　ドレイン電極が第２のクロック信号の入力端に接続され、ソース電極がプルダウンノー
ドとしての第２のノードに接続される第５のＴＦＴと、
　ドレイン電極が上記第２のノードに接続され、ゲート電極が上記第１のノードに接続さ
れ、ソース電極が低電圧信号端に接続される第６のＴＦＴと、
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　ゲート電極及びドレイン電極が第２のクロック信号の入力端にともに接続され、ソース
電極が上記第５のＴＦＴのゲート電極に接続される第７のＴＦＴと、
　ドレイン電極が上記第７のＴＦＴのソース電極に接続され、ゲート電極が上記第１のノ
ードに接続され、ソース電極が低電圧信号端に接続される第８のＴＦＴと、
　ドレイン電極が上記第１のノードに接続され、ゲート電極が上記第２のノードに接続さ
れ、ソース電極が低電圧信号端に接続される第９のＴＦＴと、
　ドレイン電極が上記出力端に接続され、ゲート電極が上記第２のノードに接続され、ソ
ース電極が低電圧信号端に接続される第１０のＴＦＴと、を備える。
【００１３】
　ゲートドライバ集積回路は、奇数行目のゲートライン信号を制御する場合、第１のクロ
ック信号の入力端ＸがＣＬＫのような第１のクロック信号線に接続され、第２のクロック
信号の入力端ＹがＣＬＫＢのような第２のクロック信号線に接続され、偶数行目のゲート
ライン信号を制御する場合、第２のクロック信号の入力端Ｙが第１のクロック信号線に接
続され、第１のクロック信号の入力端Ｘが第２のクロック信号線に接続されることが好ま
しい。
【００１４】
　上記複数のゲートドライバ集積回路をカスケードして、双方向走査を行える。それは以
下の状況を含む。
【００１５】
　（１）順方向走査、即ち、第１の行から最後の行へ走査し、且つ該ゲートドライバ集積
回路が奇数行目のゲートライン信号を制御する。
　順方向走査をスタートする場合、ＶＤＤがコンスタントな高レベルを提供し、ＶＳＳが
コンスタントな低レベルを提供し、ゲートドライバ集積回路の入力端に高レベルのパルス
信号を入力し、第１のＴＦＴのドレイン電極で第１のノードに充電し、第１のクロック信
号の入力端が第１のクロック信号線に提供される高レベルのクロック信号を受信し、上記
第３のＴＦＴは高レベルを出力するように上記出力端を制御し、上記第６のＴＦＴは導通
され、上記第２のノードの電圧を低電圧信号端の電圧までプルダウンし、上記第２のＴＦ
Ｔのゲート電極が接続する上記リセット端は高レベルであって、上記第１のノードを放電
し、第２のクロック信号の入力端が第２のクロック信号線に提供される高レベルのクロッ
ク信号を受信し、上記第４のＴＦＴで上記出力端を放電し、上記第５のＴＦＴで上記第２
のノードに充電し、上記第１のノードを放電するように第９のＴＦＴを制御し、出力端を
放電するように上記第１０のＴＦＴを制御する。
【００１６】
　（２）順方向走査、即ち、第１の行から最後の行まで走査し、且つ該ゲートドライバ集
積回路が偶数行目のゲートライン信号を制御する。
　順方向走査をスタートする場合、ＶＤＤがコンスタントな高レベルを提供し、ＶＳＳが
コンスタントな低レベルを提供し、ゲートドライバ集積回路の入力端に高レベルのパルス
信号を入力し、上記第１のＴＦＴのドレイン電極で上記第１のノードに充電し、第１のク
ロック信号の入力端が第２のクロック信号線に提供される高レベルのクロック信号を受信
し、上記第３のＴＦＴによって高レベルを出力するように上記出力端を制御し、上記第６
のＴＦＴを導通し、上記第２のノードの電圧を低電圧信号端の電圧までプルダウンし、上
記第２のＴＦＴゲート電極に接続される上記リセット端が高レベルであって、上記第１の
ノードを放電し、第２のクロック信号の入力端が第１のクロック信号線に提供される高レ
ベルのクロック信号を受信し、上記第４のＴＦＴで上記出力端を放電し、上記第５のＴＦ
Ｔで上記第２のノードに充電し、上記第１のノードを放電するように第９のＴＦＴを制御
し、出力端を放電するように上記第１０のＴＦＴを制御する。
【００１７】
　（３）逆方向走査、即ち、最後の行から第１の行に走査し、該ゲートドライバ集積回路
が奇数行目のゲートライン信号を制御する。
　逆方向走査をスタートするとき、ＶＤＤがコンスタントな低レベルを提供し、ＶＳＳが
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コンスタントな高レベルを提供し、ゲートドライバ集積回路のリセット端に高レベルのパ
ルス信号を入力し、上記第２のＴＦＴのソース電極で上記第１のノードに充電し、第１の
クロック信号の入力端が第１のクロック信号線に提供される高レベルのクロック信号を受
信し、上記第３のＴＦＴによって高レベルを出力するように上記出力端を制御し、上記第
６のＴＦＴを導通し、上記第２のノードの電圧を低電圧信号端の電圧までプルダウンし、
上記第１のＴＦＴのゲート電極に接続される上記入力端が高レベルであって、上記第１の
ノードを放電し、第２のクロック信号の入力端が第２のクロック信号線に提供される高レ
ベルのクロック信号を受信し、上記第４のＴＦＴで上記出力端を放電し、上記第５のＴＦ
Ｔで上記第２のノードに充電し、上記第１のノードを放電するように第９のＴＦＴを制御
し、出力端を放電するように上記第１０のＴＦＴを制御する。
【００１８】
　（４）逆方向走査、即ち、最後の行から第１の行に走査し、該ゲートドライバ集積回路
が偶数行目のゲートライン信号制御する。
　逆方向走査をスタートするとき、ＶＤＤがコンスタントな低レベルを提供し、ＶＳＳが
コンスタントな高レベルを提供し、ゲートドライバ集積回路のリセット端に高レベルのパ
ルス信号を入力し、上記第２のＴＦＴのソース電極で上記第１のノードに充電し、第１の
クロック信号の入力端が第２のクロック信号線に提供される高レベルのクロック信号を受
信し、上記第３のＴＦＴによって高レベルを出力するように上記出力端を制御し、上記第
６のＴＦＴを導通し、上記第２のノードの電圧を低電圧信号端の電圧までプルダウンし、
上記第１のＴＦＴゲート電極に接続される上記入力端が高レベルであり、上記第１のノー
ドを放電し、第２のクロック信号の入力端が第１のクロック信号線に提供される高レベル
のクロック信号を受信し、上記第４のＴＦＴによって上記出力端を放電し、上記第５のＴ
ＦＴによって上記第２のノードに充電し、上記第１のノードを放電するように第９のＴＦ
Ｔを制御し、出力端を放電するように上記第１０のＴＦＴを制御する。
【００１９】
　上記低電圧信号端は、コンスタントな低レベルを当該ゲートドライバ集積回路に提供す
ることが好ましい。
【００２０】
　上記から分かるように、本発明に係るゲートドライバ集積回路は、ゲートドライバ集積
回路における入力端およびリセット端の機能を対称にして設計することによって、ゲート
ドライバ集積回路が双方向走査することができるようになり、かつノードの充放電特性が
変更されなく、回路の信頼性及び安定性が向上される。
【００２１】
　同じ構想に基づき、本発明の実施例は複数の上記ゲートドライバ集積回路を有するシフ
トレジスタであって、各ゲートドライバ集積回路が対応する行のゲートライン信号を制御
する。図３に示すように、第Ｎ行のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回路
は、入力端が第Ｎ－１行のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回路の出力端
に接続され、出力端が第Ｎ＋１行のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回路
の入力端に接続され、リセット端が第Ｎ＋１行のゲートライン信号を制御するゲートドラ
イバ集積回路の出力端に接続され、Ｎが２以上である。奇数行目のゲートライン信号を制
御するゲートドライバ集積回路は、第１のクロック信号の入力端ＸがＣＬＫのような第１
のクロック信号線に接続され、第２のクロック信号の入力端ＹがＣＬＫＢのような第２の
クロック信号線に接続され、偶数行目のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積
回路は、第２のクロック信号の入力端Ｙが第１のクロック信号線に接続され、第１のクロ
ック信号の入力端Ｘが第２のクロック信号線に接続される。
【００２２】
　以下、具体的な実施例によって、１０Ｔ１Ｃを例として、本発明に係るシフトレジスタ
におけるゲートドライバ集積回路を詳しく説明する。図４に示すように、第１の薄膜トラ
ンジスタＴＦＴ Ｍ１は、ゲート電極が該ゲートドライバ集積回路の入力端ＩＮＰＵＴに
接続され、ドレイン電極が電源電圧ＶＤＤに接続され、ソース電極がプルアップノードと
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しての第１のノードＰＵに接続され、第２のＴＦＴ Ｍ２は、ゲート電極が該ゲートドラ
イバ集積回路のリセット端ＲＥＳＥＴに接続され、ソース電極が共通接続電圧ＶＳＳに接
続され、ドレイン電極が第１のノードＰＵに接続され、第３のＴＦＴ Ｍ３は、ゲート電
極が第１のノードＰＵに接続され、ドレイン電極が第１のクロック信号の入力端Ｘに接続
され、ソース電極が出力端ＯＵＴＰＵＴに接続され、第４のＴＦＴ Ｍ４は、ゲート電極
が第２のクロック信号の入力端Ｙに接続され、ドレイン電極が出力端ＯＵＴＰＵＴに接続
され、ソース電極が低電圧信号端ＶＧＬに接続され、電気容量Ｃ１は、第１のノードＰＵ
と出力端ＯＵＴＰＵＴとの間に接続され、第５のＴＦＴは、ドレイン電極が第２のクロッ
ク信号の入力端Ｙに接続され、ソース電極がプルダウンノードとしての第２のノードＰＤ
に接続され、第６のＴＦＴ Ｍ６は、ドレイン電極が第２のノードＰＤに接続され、ゲー
ト電極が第１のノードＰＵに接続され、ソース電極が低電圧信号端ＶＧＬに接続され、第
７のＴＦＴ Ｍ７は、ゲート電極及びドレイン電極が第２のクロック信号の入力端Ｙにと
もに接続され、ソース電極が第５のＴＦＴ Ｍ５のゲート電極に接続され、第８のＴＦＴ 
Ｍ８は、ドレイン電極が第７のＴＦＴ Ｍ７のソース電極に接続され、ゲート電極が第１
のノードＰＵに接続され、ソース電極が低電圧信号端ＶＧＬに接続され、第９のＴＦＴ 
Ｍ９は、ドレイン電極が第１のノードＰＵに接続され、ゲート電極が第２のノードＰＤに
接続され、ソース電極が低電圧信号端ＶＧＬに接続され、第１０のＴＦＴ Ｍ１０は、ド
レイン電極が出力端ＯＵＴＰＵＴに接続され、ゲート電極が第２のノードＰＤに接続され
、ソース電極が低電圧信号端に接続され。それにおいて、ＴＦＴ Ｍ３のドレイン電極が
第１のクロック信号の入力端Ｘであり、ＴＦＴ Ｍ５のドレイン電極が第２のクロック信
号の入力端Ｙである。この行が奇数行目であるとき、第１のクロック信号の入力端Ｘが第
１のクロック信号線ＣＬＫに接続され、第２のクロック信号の入力端Ｙが第２のクロック
信号線ＣＬＫＢに接続される。この行が偶数行目であるとき、第１のクロック信号の入力
端Ｘが第２のクロック信号線ＣＬＫＢに接続され、第２のクロック信号の入力端Ｙが第１
のクロック信号線ＣＬＫに接続される。
【００２３】
　図５は、順方向走査時に奇数行目のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回
路の各入力信号エンドの電圧のシーケンス図である。図に示すように、順方向走査（第１
の行から最後の行へ）するとき、ＶＤＤがコンスタントな高電圧を提供し、ＶＳＳがコン
スタントな低電圧を提供し、入力端ＩＮＰＵＴに高レベルのパルス信号を入力し、Ｍ１を
導通させ、電圧制御バスバーのＰＵノードに充電し、そして、第１のクロック信号の入力
端Ｘが第１のクロック信号線ＣＬＫに提供される高レベルクのロック信号を入力し、Ｍ３
を導通させ、高レベルを出力するように出力端ＯＵＴＰＵＴを制御するとともに、電気容
量Ｃ１に蓄積される電荷がＰＵノードへ移動し、ＰＵノードの電圧をさらに向上する。そ
れとともに、ＰＵノード電圧が上昇してＭ６を導通させ、第２のノードＰＤの電圧を低電
圧信号端ＶＧＬの電圧までプルダウンする。そして、リセット端ＲＥＳＥＴが高レベルで
あり、Ｍ２を導通させ、ＰＵノードを放電するとともに、第２のクロック信号の入力端Ｙ
が第２のクロック信号線ＣＬＫＢに提供される高レベルのクロック信号を入力し、Ｍ４を
導通させ、出力端ＯＵＴＰＵＴを放電し、さらに、Ｍ５を導通させ、ＰＤノードに充電し
、ＰＵノードを放電するようにＰＤノードに対応するプルダウンＭ９を制御し、出力端Ｏ
ＵＴＰＵＴを放電するようにＰＤノードに対応するプルダウンＴＦＴ Ｍ１０を制御する
。
【００２４】
　図６は、順方向走査時に、偶数行目のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積
回路の各エンドの電圧のシーケンス図である。この図に示すように、順方向走査（第１の
行から最後の行）時に、ＶＤＤがコンスタントな高電圧を提供し、ＶＳＳがコンスタント
な低電圧を提供し、入力端ＩＮＰＵＴに高レベルのパルス信号を入力し、Ｍ１を導通させ
、ＰＵノードに充電し、そして、第１のクロック信号の入力端Ｘに第２のクロック信号線
ＣＬＫＢに提供される高レベルのクロック信号を入力し、Ｍ３を導通させ、このとき、出
力端ＯＵＴＰＵＴが高レベルを出力するとともに、電気容量Ｃ１に蓄積する電荷がＰＵノ
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ードに移動し、ＰＵノードの電圧をさらに向上する。それとともに、ＰＵノードの電圧が
Ｍ６を導通させるまで上昇し、第２のノードＰＤの電圧を低電圧信号端ＶＧＬの電圧まで
プルダウンする。そして、リセット端ＲＥＳＥＴが高レベルであり、Ｍ２を導通させ、Ｐ
Ｕノードを放電するとともに、第２のクロック信号の入力端Ｙに第１のクロック信号線Ｃ
ＬＫに提供される高レベルのクロック信号を入力し、Ｍ４を導通させ、出力端ＯＵＴＰＵ
Ｔを放電し、さらに、Ｍ５を導通させ、ＰＤノードに充電し、ＰＵノードを放電するよう
にＰＤノードに対応するプルダウンＴＦＴ Ｍ９を制御し、出力端ＯＵＴＰＵＴを放電す
るようにＰＤノードに対応するプルダウンＭ１０を制御する。
【００２５】
　図７は、逆方向走査時に奇数行目のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回
路の各入力信号エンドの電圧のシーケンス図である。この図に示すように、逆方向走査（
最後の行から第１の行）時に、ＶＤＤがコンスタントな低電圧を提供し、ＶＳＳがコンス
タントな高電圧を提供し、リセット端ＲＥＳＥＴに高レベルのパルス信号を入力し、Ｍ２
を導通させ、ＰＵノードに充電し、そして、第１のクロック信号の入力端Ｘが第１のクロ
ック信号線ＣＬＫに提供される高レベルのクロック信号を入力し、Ｍ３を導通させ、この
とき、出力端ＯＵＴＰＵＴが高レベルを出力するとともに、電気容量Ｃ１に蓄積する電荷
がＰＵノードに移動し、ＰＵノードの電圧をさらに向上する。それとともに、ＰＵノード
電圧がＭ６を導通させるまで上昇し、第２のノードＰＤの電圧を低電圧信号端ＶＧＬの電
圧までプルダウンする。そして、入力端ＩＮＰＵＴが高レベルであり、Ｍ１を導通させ、
ＰＵノードを放電するとともに、第２のクロック信号の入力端Ｙが第２のクロック信号線
ＣＬＫＢに提供される高レベルのクロック信号を入力し、Ｍ４を導通させ、出力端ＯＵＴ
ＰＵＴを放電し、さらに、Ｍ５を導通し、ＰＤノードに充電し、ＰＵノードを放電するよ
うにＰＤノードに対応するプルダウンＭ９を制御し、出力端ＯＵＴＰＵＴを放電するよう
にＰＤノードに対応するＭ１０を制御する。
【００２６】
　図８は、逆方向走査時に偶数行目のゲートライン信号を制御するゲートドライバ集積回
路の各入力信号エンドの電圧のシーケンス図である。この図に示すように、逆方向走査（
最後の行から第１の行）時に、ＶＤＤがコンスタントな低電圧を提供し、ＶＳＳがコンス
タントな高電圧を提供し、リセット端ＲＥＳＥＴに高レベルのパルス信号を入力し、Ｍ２
を導通させ、ＰＵノードに充電し、そして、第１のクロック信号の入力端Ｘが第２のクロ
ック信号線ＣＬＫＢに提供される高レベルのクロック信号が入力し、Ｍ３を導通させ、こ
のとき、出力端ＯＵＴＰＵＴが高レベルを出力するとともに、電気容量Ｃ１に蓄積する電
荷がＰＵノードに移動し、ＰＵノードの電圧をさらに向上する。それとともに、ＰＵノー
ド電圧がＭ６を導通させるまで上昇し、第２のノードＰＤの電圧を低電圧信号端ＶＧＬの
電圧までプルダウンする。そして、入力端ＩＮＰＵＴが高レベルであり、Ｍ１を導通させ
、ＰＵノードを放電するとともに、第２のクロック信号の入力端Ｙが第１のクロック信号
線ＣＬＫに提供される高レベルのクロック信号を入力し、Ｍ４を導通させ、出力端ＯＵＴ
ＰＵＴを放電し、さらに、Ｍ５を導通させ、ＰＤノードに充電し、ＰＵノードを放電する
ようにＰＤノードに対応するＭ９を制御し、出力端ＯＵＴＰＵＴを放電するようにＰＤノ
ードに対応するＭ１０を制御する。
【００２７】
　上記から分かるように、本発明に係るゲートドライバ集積回路は、ゲートドライバ集積
回路における入力端およびリセット端の機能を対称にして設計することによって、ゲート
ドライバ集積回路が双方向走査することができるようになり、ノードの充放電特性が変更
されなく、回路の信頼性及び安定性が確保される。
【００２８】
　同じ構想に基づき、本発明の実施例はディスプレイスクリーンであって、上記シフトレ
ジスタ及びアレイ基板を備え、上記シフトレジスタの各ゲートドライバ集積回路の信号出
力端は、上記アレイ基板の、該ゲートドライバ集積回路に制御されるゲートライン信号の
ゲートラインに接続される。



(11) JP 6227530 B2 2017.11.8

10

【００２９】
　上記から分かるように、本発明に係るゲートドライバ集積回路、シフトレジスタ及びデ
ィスプレイスクリーンは、ゲートドライバ集積回路における入力端およびリセット端の機
能を対称にして設計することによって、ゲートドライバ集積回路が双方向走査することが
できるようになり、ノードの充放電特性が変更されなく、回路の信頼性及び安定性が確保
される。
【００３０】
　本発明の精神と範囲から逸脱しない範囲で本発明を修正する、または変更することがで
きる。本発明に対する修正または変更は、本発明の特許請求の範囲及びそれに均等する範
囲内であれば、本発明はこれらの修正または変更を含む。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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